
 

７月５日(土)  

 
７月５日（土）に、飛騨高山高等学校山田キャンパスで行われた飛騨地区総合体

育大会卓球競技で本校卓球部の生徒達が男子団体優勝という素晴らしい成績を挙

げました。 
卓球部部長     

２年機械工学科 若田悠行（日枝中出身）   １年電子機械工学科 中川仁貴（松倉中出身） 

 地区総体までの練習の中で特に力を入れてきたこ

とを教えてください。  

卓球の団体戦では、勿論、シングルスで勝ち取るこ

とも大切だけれど、「ダブルスで勝つ」ということ

が鍵となってきます。そのためダブルスの練習に力

を入れて地区総体までがんばってきました。  

秋に向けた抱負をお願いします。  

今回優勝したことが偶然ではなかったことを証明し

ます。そのためにいつもの練習にプラスでより高みを

目指す練習を加えるようにします。 

 

 
 

１回戦  高山工  ３－１  飛騨高山  

僕たちは、初戦から全力でやったおかげで１勝

をとることができました。試合に出ない人たち

も一生懸命に応援をしました。  

２回戦  高山工  ３－２  斐太  

春の IH地区予選で自分達は斐太高に負けてしま

ったのでこの大会でリベンジをかけました。リ

ーグ戦で１位を取りたかったので、声を出して

全力でやりました。その甲斐あって勝つことが

できリーグ戦は１位で通過することができまし

た。  

１年建築ｲﾝﾃﾘｱ工学科 中家大悟（丹生川中出身） 

 ３回戦  高山工  ３－１  高山西  

高山西高との試合では、セットを取られてしまっ

た時もあったけれど、そこから作戦を立てたり状

況に応じて対応したりして、勝利を勝ち取ること

ができました。  

４回戦  高山工  ３－１  益田清風  

決勝の清風戦は、勝つためのオーダーをみんなで

話し合い、決めました。オーダーもしっかりとは

まり、みんなが一丸となって一生懸命にやった結

果、優勝を勝ち取ることができました。とても嬉

しかったです。 
 

こんな部活動を、皆で意識して作っています！  

高山工業高校卓球部の活動では上下関係のない

部活動を意識しています。 

練習の目的を共有し、先輩・後輩との練習の時

に、気軽に声をかけあえるとプレーもしやすく、

大きなメリットを感じています。分け隔てなく

友好的な関係を大切にしています。   

  部長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 


